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１．研究計画の概要 
 本研究課題は、中国地誌が何を書いてきた
のかを検討したうえで、中国地誌を「書く」
という実践を通して、地誌の可能性を再考す
ることを目的としている。具体的な研究過程
としては、まず日本における中国を対象とし
た地誌に関して、近代以降の資料を収集し、
それらの綿密な読み込みを通して、中国地誌
の成果と課題を明確にしてゆくことがあげ
られる。つぎに、実在論をはじめとして、英
語圏地理学において展開されている地誌学
の同時代的な議論を整理している。そして、
生活空間論的な方法論に立脚したフィール
ド調査を行い、資料を収集すると同時に、具
体的な地誌記述を進めている。こうした研究
活動を通して、地誌を学問の伝統から研究の
実践に引き戻し、中国認識の変遷を明らかに
し、中国地誌を社会に還元してゆく。 
 
 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 中国地誌の再検討 
 地誌がいかに書かれてきたのかについて、
幕末・明治期から現在に至るまでの中国地誌
を対象として、目録の作成による通覧を行っ
た。さらに近代におけるその展開を岸田吟
香・矢津昌永・米倉二郎の著作を詳細に検討
し、その記述について内容と主体、視角の変
遷について明らかにした。 
 
(2) 地誌学の展開 
 地理学における地誌学の現在的状況につ
いて、1980 年代に新しい地域地理学として
展開された地誌学の活性化を軸に展望し、そ

の成果と課題について、実在論に着目しつつ、
検討を進めている。 
 
(3) フィールド調査 
 地誌を書くにあたって、本研究課題では、
生活空間論的な視角から行われるフィール
ド調査に依拠することに重点がおかれてい
る。すでに以下のフィールド調査がそれぞれ
２週間前後にわたって行われている。①南京
において、長江下流の産業化と都市化につい
て、ならびに香港において、一国二制度下の
中国化について（2007 年 12 月から 2008 年
1 月）、②長春において、在来工業地域と農村
の再編について（2008 年 9 月）、③厦門にお
いて、僑郷としての地域開発と出稼ぎ労働に
ついて（2009 年 1 月）、④河南において、地
域変化について（2009 年 9 月）、⑤湖南にお
いて、地域文化の史的展開について（2010
年 2 月から 3 月）が実施されている。 
 
(4) 地誌の実践 
 フィールド調査と文献収集に依拠して地
誌を書く作業が進められている。地域におけ
る社会・経済・文化・政治の関係性について、
個別の文脈において分析・執筆が進められて
おり、論文・学会発表として公表されている。
さらに総体としての中国地誌に統合してゆ
く作業も着手されている。 
 
(5) 社会への還元 
 本研究課題は研究レベルの深化のほかに、
成果の社会への還元を重視している。すでに
高校地理教科書執筆や大学講義、社会人への
講演など、種々のチャンネルを通してそれは
進められている。さらに本研究課題の HP を



開設するなどより広い公開をめざす。 
 
 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 本研究課題の主要な方法論であるフィー
ルド調査は予定通りに行われており、資料の
収集および、それに基づく個別の研究成果の
発表が着実に進められている。このほか地誌
の再検討・社会への還元についても、一定の
実績が積み上げられている。また、地誌とし
ての統合作業、研究展望の公開が課題として
残されているが、特段の遅れというものでは
ない。 
 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
 本研究課題はほぼ順調に進展しており、予
定通り最終年度の研究を進めることで、所期
の目的について一定の達成が期待される。 
 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計７件） 
①小島泰雄、中国都市図の近代的転回、歴史
地理学、52-1、2010 年、105-113 頁、査読有 
②小島泰雄、生活空間の重層性から中国農村
を考える、近きに在りて、55、91-97 頁、2009
年、査読有 
③小島泰雄、寧夏同心の貧困と回族の移動、
神戸市外国語大学外国学研究所研究年報、45、
1-23 頁、2008 年、査読無 
④小島泰雄、領域化する郷－四川農村の近代
－、神戸市外国語大学外国学研究所研究年報、
44、1-23 頁、2007 年、査読無 
 
〔学会発表〕（計２件） 
①小島泰雄、岸田吟香・矢津昌永・米倉二郎
の中国地誌、日本地理学会秋季学術大会、
2009 年 10 月 24 日、琉球大学 
 
〔図書〕（計４件） 
①石原潤編、変わり行く四川、ナカニシヤ出
版、2010 年、132-164 頁、共著 
 
〔その他〕 
とくになし。 


